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定
年
は
、

生
き
甲
斐
を
新
た
に

獲
得
す
る
か
。

失
う
か
の
分
岐
点

「厚
生
省
関
係
機
関

・

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
生
活
と
生
き
甲
輩
」
調
査
か
ら

総
会
開
催
御
案
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

第
八
回
定
期
総
会

・
と

　

き

六
月
十
六
日
（火
）

午
後
二
時
～
四
時

ｏ
と

こ
ろ

横
浜
市
中
区
海
岸
通
り

一
～

一

横
浜
市
港
湾
労
働
会
館

（電
話
）
〇
四
五
（２０‐
と
一人
四
二

本

年

度

退

職

さ

れ

た

方

も

当

日
、

来
場
、

ご

入
会
大
歓
迎
。

お
誘

い
合

わ

せ
の
上
、

ご
出
席

く
だ
さ

い
。

―

◇

―

◇

―

◇

―

な
お
、
が」出
席
の
方
に
は
交
通
費
（草

代
）
と
し
て
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

ま
た
、

総
会
終
了
後
引
続
き
県
庁
新

庁
舎
裏
側
の
農
協
会
館
地
下
食
堂
に
於

て
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
な
ら
で
は
の

心
温
ま
る

一
日
に
し
た
い
の
で
す
。

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約

・
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
加
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）〇
四
五
合
一〇

一
と

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
全
二

一
一
三

一
七
九

・
振
替
口
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号人

七
人

一
三
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
預
金
田
座
番
号

一
二
四
人
六
四
二

郵
便
振
替
口
座横

浜
五
―
六
大
五
人
○

会
費
関
係

０
入

〈ム
金
　
一
、

○
○
○
円

０
終
身
会
費
　
一
一〇
、

Ｏ
①
①
円

を
お
、

年
会
費
二
、

〇
〇
〇
円
も
あ
り

ま
す
。

第
八
回
定
期
総
会

議

　

案（
二
～
五
頁
参
照
）

報 塾

「本年度退職者慰労と激励の集い」

本年度退職者の集いが 2～ 3月 にかけて各

地で行われた。職員課主催の退職予定者説明

会」は4回 、県職労各支部主催の慰労と激励

の集い」が6回 行われ、当会から役員がお招

きを受け、当会の PR、 並びに退職後の生活

の知恵をお話 した。

写真は嶺須賀労働センターにて

(3月 12日)
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一
九
九

一
年

（平
成
三
年
）
度

経

過

報

告

私
た
ち
、

人
類
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

有
史

以
来
、

地
球
を
包
む
宇
宙
か
ら
果
て
は
地
下
深

く
ま
で
悪
化
し
、

そ
の
影
響
は
弱
者
で
あ
る
、

幼
児
　
老
人
に
最
も
被
害
を
及
は
し
て
い
る
。

ま
た
地
表
で
は
、

ソ
連
邦
の
解
体
な
ど
、

こ
れ

ま
た
歴
史
上
に
残
る
事
件
が
起
る

一
方
、

我
国

も
バ
ブ
ル

（あ
ぶ
く
）
経
済
崩
壊
に
よ
っ
て
景

気
の
落
込
み
が
深
刻
化
す
る
な
ど
、

何
処
を
向

い
て
も
多
難
な
年
で
あ
っ
た
。

ｏ
執
行
体
制
の
概
況

昨
年
の
第
七
回
の
定
期
総
会
に
お
い
て
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、

和
国
武
雄
氏
が
事
務
局
次
長

に
就
任
さ
れ
た
の
を
機
に
毎
週
火
曜
日
を
出
勤

日
と
す
る
専
任
的
執
行
体
制
は
、

代
表
幹
事
、

事
務
局
長
、

事
務
局
次
長
、

小
野
田
幹
事
の
四

人
体
制
に
よ
る
事
務
執
行
で
臨
ん
で
来
た
が
、

会
員
増
加
と
こ
れ
に
伴
う
懸
案
事
項
な
ど
の
事

務
量
の
増
加
で
週

一
回
程
度
の
出
勤
で
は
消
化

し
切
れ
な
い
た
め
、

状
況
に
応
じ
週
二
回
以
上

の
出
勤
が

一
年
を
通
し
て
過
半
数
に
達
し
た
。

一
方
、

役
員
会
は
、

月

一
回
以
上
を
原
則
と
し

た
る
も
、

現
役
時
代
と
異
な
り
、

個
人
的
事
情
、

疾
息
、

勤
務
都
合
等
に
よ
り
、

全
員
参
集
の
機

会
は
皆
無
で
あ
り
、

役
員
選
考
、

補
充
対
策
な

ど
今
後
に
多
く
の
課
題
を
残
し
た
。

ｏ
全
労
済
関
係
事
務

当
会
の
厚
生
関
係
事
業
の
中
心
で
あ
る
全
労

済
の
う
ち
、

最
多
加
入
の
火
災
共
済
は
、

昨
年
、

各
個
人
頂
貯
金
田
庄
掛
金
振
込

（五
ケ
年
間
）

の
新
契
約
方
式
が
発
足
し
た
た
め
、

当
会
の
事

務
処
理
も
対
応
の
変
化
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、

新
退
職
予
定
者
の
う
ち
の
県
職
労
既
契
約

加
入
者
か
ら
の
移
動
処
理
や
、

全
労
済
自
体
の

事
務
処
理
の
遅
延
な
ど
あ
り
、

こ
れ
ま
た
、

い

ろ
い
ろ
改
善
す
べ
き
課
題
を
残
し
て
い
る
。

と
く
に
、

火
災
共
清
契
約
者
に
対
す
る
証
書

の
交
付
が
、

現
職
組
合
員
契
約
者
に
比
し
、

約

ニ
ケ
月
も
遅
延
し
、

苦
情
が
あ
っ
た
の
で
、

五

月

一
日
、

文
書
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
含
め
、

二

～
三
の
要
望
を
、

全
労
済
神
奈
川
県
本
部
理
事

長
及
び
横
浜
支
所
長
あ
て
申
入
れ
た
。

ｏ
「趣
味
の
会
」
の
増
加
充
実

県
退
職
者
は
、

結
じ
て
厚
生
年
金
受
給
者
に

比
し
て
経
済
的
ゆ
と
り
も
あ
る
た
め
か
、

趣
味

の
会
の
増
加
、

充
実
を
求
め
る
要
望
が
多
い
の

に
配
慮
し
、

差
当
り
、

昨
第
七
回
定
期
総
会
で

賛
成
を
得
た

「
シ
ル
バ
ー
料
理
教
室
」
と

「新

ハ
イ
キ
ン
グ
の
会
」
の
開
催
に
取
組
む
こ
と
に

し
た
。

い

「歴
史
散
歩
の
会
」

先
ず
、

平
成
二
年
九
月
、

荒
井
太
郎
氏
を
特

別
講
師
に
ご
依
頼
し
て
発
足
し
た
「
歴
史
教
室
、

歴
史
散
歩
の
会
」
は
好
評
で
、

会
を
重
ね
る
毎

に
参
加
者
が
増
加
し
、

会
貝
敬
約
四
〇
余
名
に

達
す
る
盛
況
で
あ
る
。

現
在
に
至
る
道
の
実
績
は
別
掲

「歴
史
散
歩

の
本
Ｆ

行
事
案
内

（八
頁
）
の
と
お
り
で
あ
り
、

特
別
講
師
、

元
井
太
郎
会
員
の
献
身
的
ご
協
力

に
深
甚
な
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

０

「シ
ル
バ
ー
料
理
教
室
」

自
分
で
調
理
す
る
こ
と
は
、

栄
養
や
カ
ロ

リ
ー
に
関
心
を
持
つ
だ
け
で
な
く
調
理
や
材
料

の
買
物
な
ど
で
手
足
を
動
か
し
、

健
康
に
も
よ

く
、
ま
た
孤
独
に
な
っ
て
も
、

配
偶
者
の
た
め

詞
理
な
ど

一
石
数
鳥
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
の

で
、

三
―
四
年
以
前
か
ら
役
員
会
で
も
前
向
き

に
協
議
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

よ
う
や

く
第

≡
回
開
講
が
十

一
月
二
十
日
横
浜
市
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
詞
理
室
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

幸
に
も
当
会
に
は
、

栄
養
の
権
威
の
上
野
多

恵
子
氏
が
お
ら
れ
る
の
で
講
師
に
依
頼
し
、

ま

た
、

県
集
団
結
食
調
理
会
副
会
長
の
前
役
員
、

横
山
善
助
氏
に
調
理
指
導
を
お
願
い
し
た
。

参

加
者
十
余
名
で
あ

っ
た
が
、

今
後
は
も

っ
と
参

加
を
期
待
し
、

こ
の
意
義
の
あ
る
教
室
を
盛
り

立
て
た
い
。

０

「新
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会
」

新
祥
味
を
生
み
出
す
べ
く
「新
ハ
イ
キ
ン
グ
」

と
名
付
け
て
、

会
報
第
２２
号
に
新
込
み
申
込
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、

約
二
十
名
の
会
員
の
応
募

が
あ
り
、

串
田
世
話
人

（幹
事
）
に
加
え
て
、

経
験
豊
富
な
新
川
宜
満
氏
に
も
世
話
人
と
し
て

ご
協
力
を
求
め
、

第

一
回
と
し
て
、

四
月
二
日
、

大
機
高
麗
山
、

湘
南
平
方
面

へ
実
施
予
定
し
た

と
こ
ろ
、

天
候
不
順
の
た
め
順
延
に
な
っ
た
が
、

組
織
整
備
な
ど
点
検
す

べ
き
こ
と
が
多

い
の

で
、

こ
の
点
を
含
め
、

実
施
を
は
か
る
必
要
が

あ
る
。

な
お
、

先
般
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

旅
行
希

望
が
圧
倒
的
に
多
く
、

ま
た
次
い
で
俳
句
な
ど

の
希
望
な
ど
を
含
め
、

実
施

へ
の
方
策
を
含
め
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ｏ
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

か
ね
て
か
ら
、　

一
部
会
員
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
、

当
会
の
名
称
の
簡
素
化
、
ま
た
、

会
費
改

定
案
提
示
、
「趣
味
の
会
」
各
項
目
別
希
望
、

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
対
策
の
四
項
目
に
締
り
、

去
る

二
月
、

会
員
あ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
求
め
た

と
こ
ろ
約
六
割
の
回
答
を
得
た
。
こ
の
集
計
結

果
は
当
会
の
今
後
の
運
営
に
示
唆
さ
れ
る
べ
き

こ
と
が
多
か
っ
た
。

ｏ
県

（庁
）
関
係
退
職
者
会
の
概
況

現
在
、

県
庁
関
係
退
職
者
会
と
し
て
は
、

部

（次
頁
へ
つ
づ
く
）



（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

局
、

な
い
し
課
単
位
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
旧
職
場

親
睦
を
中
心
と
す
る
縦
割
の
も
の
が
、

約
七
十

存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、

横
割
の
も
の
は
、

現
在
四
あ

り
、

労
組
の
肝
入
な
ど
で
発
足
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、

中
央
政
府
等

へ
の
政
治
的
要
請
、

陳
情

な
ど
が
必
要
で
あ
り
、退

職
者
会

へ
の
助
成
も
、

税
金
を
財
源
と
す
る
当
局

（自
治
体
）
で
は
無

理
な
た
め
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

と
も
す
れ
ば
、

シ
組
間
の
対
立
や
、

政
党
論
争
な
ど
の
火
種
を

蒙
る
こ
と
が
あ
り
、

退
職
者
会
と
し
て
は
、

広

く
会
員
の
立
場
に
当
た
っ
て
巌
正
に
中
立
公
平

に
運
営
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

設
立
順
か
ら
み
れ
ば
、
自
治
労
神
奈
川
県
公

企
労
退
職
者
会

（設
立
昭
５０
）
神
奈
川
県
職
員

退
職
者
会

（か
も
め
会
）
（昭
５５
）
神
奈
川
県

職
労
退
職
者
こ
だ
ま
会

（昭
６０
）
そ
れ
に
、
自

治
労
神
奈
川
県
職
労
退
職
者
会
（
い
ち
ょ
う
会
）

（平
成
３
）
で
あ
る
。

「
い
ち
ょ
う
会
」
は
、

平
成
三
年
、

神
奈
川

県
職
労

（組
合
員
約

一
方
五
百
人
）
（推
定
）

か
ら
、

分
か
れ
た
自
治
労
神
奈
川
県
職
労

（組

合
員
約
八
百
人
）
（推
定
）
が
昨
年
十
二
月
音

頭
を
と
っ
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、

こ
の
こ
と
は
、

退
職
者
に
と
っ

て
喜
ぶ
べ
き
か
、

悲
し
む
べ
き
か
、

答
は
年
月

が
証
明
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
「井
の
中

の
蛙
、

大
海
を
知
ら
ず
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。要

は
、
ど
の
会
が
真
に
退
職
者
の
た
め
に
役

）

に
立
っ
て
ゆ
く
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
で
あ

フ
つ

。
ｏ
当
会
員
入
会
状
況
と
加
入
の
取
組
み

昨
年
二
月
末
口
現
在
の
会
員
数
は
、

四
百
三

十
名

（年
会
費
百

一
名
、

終
身
会
費
三
百
二
十

九
名
）
で
あ

っ
た
が
、

本
年
度
二
月
末
日
現
在

は
四
百
八
十
名
で
あ
り
、

四
月
に
入
っ
て
か
ら

約

一
ケ
月
間
の
加
入
者
は
約
二
十
名
で
、

毎
年

四
月
以
降
に
加
入
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

し
か
し
、

結
じ
て
全
国
的
に
み
て
も
退
職
者

の
退
職
者
会
に
対
す
る
関
心
は
薄
く
、

退
職
者

総
数
の
二
十
三
割
が

一
般
的
に
退
職
者
会
に
加

入
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
、

退
職
後
に
対
す
る

切
追
感
が
乏
し
い
た
め
と
い
え
よ
う
。

事
実
、

深
刻
な
る
年
金
、

健
保
の
危
機
的
状
況
は
、

十

数
年
後
と
予
測
す
る
と
き
、
し
ば
ら
く
は
こ
の

よ
う
な
日
和
見
的
な
会
員
入
会
経
過
を
辿
る
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、

当
会
の
退
職
予
定
者
に
対
す
る
啓
蒙

は
、

県
職
労
を
通
し
て
各
分
会
に
対
す
る
会
報

配
布
、

及
び
県
職
労
機
関
紙
上
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

常
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

会
の

存
在
は
お
お
む
ね
普
及
し
た
と
い
え
よ
う
。

昨
、

平
成
三
年
十
二
月
、

第
二
組
合
で
あ
る

自
治
労
か
な
が
わ
県
職
労
の
音
頭
で

「県
庁
い

ち
ょ
う
会
」
と
し
て
退
職
者
会
が
設
立
し
た
の

を
契
機
に
、

県
職
労
と
し
て
こ
の
新
し
い
事
態

に
対
処
す
る
た
め
、

当
会
に
対
し
積
極
的
支
援

体
制
を
打
出
し
て
く
れ
た
。

即
ち
昨
十
二
月
に

は
、

全
労
済
火
災
共
清
加
入
者
の
う
ち
平
成
四

）

年
二
月
退
職
予
定
者
に
対
す
る
全
労
済
を
経
由

し
て
の
働
き
か
け
、

ま
た
、

平
成
四
年
二
月
の

県
戦
労
臨
時
総
会
に
於
い
て
は
、

退
職
予
定
者

に
対
す
る
記
念
品
贈
呈
と
激
励
の
集
い
開
催
の

予
算
化
な
ど
キ
メ
細
か
い
方
策
が
提
案
可
決
さ

れ
、

こ
の
結
果
本
年
二
～
二
月
に
わ
た
り
、

各

支
部
に
お
い
て
、

こ
の
退
職
者
の
集

い
に
は
、

当
会
か
ら
も
招
待
を
受
け
、

役
員
が
出
席
、

加

入
誘
い
の
た
め
の
説
明
や
退
職
予
定
者
あ
て
の

助
言
な
ど
に
努
め
た
。

ま
た
、

県
職
員
課
主
催
の

「退
職
予
定
者
説

明
会
」
に
も
県
職
労
役
員
と
共
に
招
待
を
受
け

て
、

役
員
が
出
席
、

他
の
退
職
者
会
の

「
か
も

め
会
」
や

「
い
ち
ょ
う
会
」
と
競
演
の
形
で
当

会
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
。

明
年
以
降
も
こ
の
経
験
を
土
台
に
し
て
強
力

な
、加

入

へ
の
方
策
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
。

当
会

へ
の
入
会
の
動
機
と
し
て
大
き
く
分
け

て
二
～
三
ツ
あ
げ
る
人
が
あ
る
。

そ
の

一
ツ
は
、

全
労
済
と
く
に
火
災
共
済
に
加
入
す
る
た
め
、

ニ
ツ
め
は
、△〓

部
に
年
金
　
健
康
の
こ
と
な
ど
、

具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
書
い
て
あ
る
の
で
入

会
し
て
み
た
、

更
に
は
、

歴
史
散
歩
の
会
な
ど

魅
力
が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
入
合
し
た

な
ど
主
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
こ
と

を
肝
に
銘
じ
て

一
層
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。

13)第  23 号 神奈サil県職労退職者こだま会 1992年(平成 4年 )6月 1日

m9914い い923捌)事
務局だより(主な行事など)

(5頁 へつづ く)

年月日 項 目 年月日 項 目

1991 4 2

4 2 5

5 8

5  16

5 3 1

6  3

6  6

6  1 2

事務局開設 :児玉代表、青木事務局長
並びに小野国会員、和国会員が毎週火

曜日事務処理担当
第 2回歴史散歩の会 「東海道大駐宿」
参加者15名

第4回歴史数室於自治会館 「神奈川の

郷土史を節った女人達」16名

決算監査、5月定,J幹事会、会報編集
会議
臨時幹事会 (結会準備作業、幹事全員)
全員430名宛郵便物発送 〈会報20号、
結会通知、全員名博)
第5回歴史教室於自治会鰐 「軒倉二陪
堂附近の史跡」14名
6月定例幹事会 (役員改選準備他)

6 20

7 24

8 8

9 10
9 24

9 26

10 22

11  1

第7回定期通常絡会於横浜市港湾労働
会館
第6回歴史教室於自治会館 「4A像の種

類と七堂伽霊」15名
8月定●l幹事会 (全会員宛アンケート

乗の検討)
こだま会報21号発送
9月定例幹事会 (新会員募集計画、ハ

イキング会の検討)
第7回歴史教室於自治会館 「日本人の

起源とその生活J17名
第3回歴史散方の会 「鋒倉二踏堂附近
の史跡を訪ねて」21名

第4回歴史散歩の会 「祭倉光明寺 (キ|
進料理)と その付近」21名
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九
九
二
年

（平
成
四
年
）
度

活

動

方

針

ｏ

執

行

体
制

の
充

実

と
補

充

会
の
盛
表
を
左
右
す
る
役
員
の
執
行
体
制
の

充
実
と
補
充

（給
）
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と

で
あ
る
。

現
実
に
、

役
員
の
殆
ど
が
高
齢
と
そ

れ
に
と
も
な
う
肉
体
的
疾
患
な
ど
に
よ
っ
て
十

分
な
活
動
が
出
来
兼
ね
る
こ
と
が
多
い
の
は
い

ず
れ
の
退
職
者
会
で
も
悩
み
の
種
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、

二
年
に

一
回
の
役
員
改
選
期
で
な
く

て
も
絶
え
ず
、

候
補
者
を
求
め
て
増
強
補
充
す

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

ｏ
永
続
性
の
あ
る
財
政
基
盤
の
確
立

「あ
る
と
思
う
な
親
と
金
」
「色
男
、

金
と
力

は
な
か
り
け
り
」
と
川
柳
風
の
諺
で
は
な
い
が
、

他
に
見
か
け
る
九
抱
え
的
助
成
に
依
存
し
て
い

る
退
職
者
会
と
は
異
な
り
、

当
会
は
九
抱
え
で

は
な
い
が
、

諸
状
勢
か
ら
判
断
し
て
も
、

た
と

え
、

会
員
が
増
加
し
て
も
比
例
的
に
助
成
増
を

期
待
す
る
の
は
至
難
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、

経
費
の
節
約
策
を
検
討
し
つ
つ
、

執
行
体
制
に

維
持
可
能
な
、

利
子
配
当
を
生
み
出
せ
る
財
政

基
盤
と
し
て
の
原
資
積
立
金
を
漸
増
す
る
必
要

が
あ
る
。　

一
ツ
の
目
安
と
し
て
は
、

会
員
五
百

名
に
つ
き
五
百
万
円
、

千
名
に
つ
き
壱
千
万
円

が
最
小
限
と
し
て
取
組
む
こ
と
を
提
唱
し
た

ｏ

「趣
味
の
会
」
の
充
実
と
拡
大
に

つ
い
て

会
員
の
要
求
と
期
待
の
多
い

「趣
味
の
会
」

は
、

経
過
報
告
の
中
で
述
べ
た
と
お
り

「歴
史

散
歩
の
会
」
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
る
が
、

ど
の
会
で
も
そ
う
あ
る
よ
う
に
代
表
世
話
人
に

依
存
す
る
余
り
、

万

一
支
障
が
で
る
と
、

そ
の

趣
味
の
会
の
存
続
が
難
し
く
な
る
の
で
、

そ
の

会
の
世
話
人
連
帯
に
よ
る
協
同
推
進
体
制
に
試

行
錯
誤
し
つ
つ
、

進
め
る
べ
き
と
き
に
来
て
い

Ｚつ
。ま

た
、

こ
の
外
、

発
足
始
め
た
ば
か
り
の
Ｆ
ン

ル
バ
ー
料
理
教
室
」
は
第

一
回
開
催
し
た
ば
か

り
で
結
論
は
で
な
い
が
、

参
加
者
の
増
加
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

更
に

「新
ハ
イ
キ
ン
グ

の
〈Ｆ

も
、

年
間
計
画
、

世
話
人
選
定
増
員
と
、

役
割
分
担
な
ど
早
急
に
組
織
整
備
が
要
求
さ
れ

″つ
。こ

の
外
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
、

要
望
の

多
い
も
の
か
ら
、

具
体
化
に
向
け
て
、

当
会
の

運
営
に
支
障
の
生
じ
な
い
範
囲
で
取
組
む
必
要

が
あ
る
。

①

ひ
と

り
ぽ

っ
ち
対
策

へ
向

け

て

昨
年
か
ら
、

活
動
方
針
と
し
て
取
り
組
ん
だ

こ
の
問
題
は
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
、

当
会
と
し
て
も
避
け
て
通
れ
な
い
問
題

で
あ
る
が
、

研
究
す
れ
ば
す
る
程
、

問
口
、

奥

行
と
も
広
く
深
く
、

複
雑
な
の
で
、

当
面
は
広

く
情
報
を
集
め
、

会
報
誌
上
で
実
態
を
紹
介
し

つ
つ
、

啓
蒙
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

ｏ
会
報

の
発
行
の
値
久
的
体
制
に
向

け
て

会
報
は
会
員
と
の
接
敬
す
る
唯

一
の
パ
イ
プ

で
あ
る
の
で
、

可
能
な
限
り
、

必
要
な
情
報
を

平
易
に
、親
し
み
易
く
編
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

幸
に
も
年
金
、

保
健
、

趣
味
な
ど
の
記
事
が
好

評
な
の
で
、

多
彩
な
記
事
も
含
め
、
よ
り
当
会

の
特
色
を
出
す
こ
と
を
心
掛
け
た
い
。

そ
れ
と
、

会
報
編
集
も
、

役
員
だ
け
の
編
集

委
員
会
に
よ
っ
て
企
画
、

立
案
し
た
が
、

役
員

の
病
欠
な
ど
で
十
分
機
能
し
て
い
な
い
の
で
、

今
後
は
、

会
員
の
中
か
ら
公
募
し
、
よ
り
巾
広

い
編
集
を
試
み
る
時
に
来
て
い
る
。

ｏ
県
等

に
対

す
る
退
職
者
会

と
し

て

の
提
言
、

具
申
策

に
向
け
て

現
在
道
は
内
部
体
制
の
確
立
で
精

一
杯
で

あ
っ
た
が
、

今
後
は
当
会
の
置
か
れ
た
社
会
的

立
場
に
か
ん
が
み
、

退
職
者
、

並
び
に
退
職
予

定
者
に
対
し
、

我
々
の
体
験
を
も
と
に
、

必
要

な
具
体
策
を
県
等
に
提
言
す
る
時
様
に
来
て
い

る
と
考
え
る
。

と
く
に
、

現
在
の
人
材
活
用
、

人
手
不
足
対

策
を
み
る
と
き
、

そ
の
鍵
を
握
る
べ
き
、

女
性
、

並
に
高
齢
者
に
対
す
る
施
策
は
不
十
分
で
あ

一

り
、

県
の
場
合
に
つ
い
て
言
え
ば
、

退
職
予
定

者
に
対
す
る
再
就
職
先
に
つ
い
て
は
、

形
式
的

便
宜
的
の
面
が
多
い
の
で
、

活
用
を
含
め
た
具

体
策
を
提
示
し
つ
つ
、

当
会
の
役
割
の

一
つ
と

し
て
鮮
明
に
す
る
こ
と
は
、

当
会
の
存
在
意
義

と
し
て
も
重
要
な
位
置
付
け
に
な
る
と
思
わ
れ

”る
。当

会
の
主
体
制
を
堅
持
し
つ
つ
、

他
の
退
職

者
会
に
対
し
て
は
、

自
由
に
公
平
、

均
等
の
原

則
に
も
と
づ
き
、

胸
襟
を
開
い
て
交
流
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
。

退
職
者
会
に
は
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
や
、

政
党
論
議
な
ど
は
、

百
害
あ
っ
て

一
利
の
な
い

も
の
で
あ
り
、

役
員
の
立
場
で
な
く
、

広
く
全

会
貝
の
意
志
に
基
づ
き
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

当
会
の
場
合
は
、

未
だ
内
部
の
執
行

体
制
が
十
分
で
な
い
の
で
、

他
の
い
ろ
い
ろ
な

団
体
の
呼
び
掛
け
が
あ
っ
て
、

そ
れ
に
応
ず
る

余
力
な
く
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
中
に
は
、

加
入
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、

分
担
金
な
ど

請
求
す
る
こ
と
が
多
く
、

無
原
則
の
加
入
、

接

触
は
注
意
を
要
す
る
。

し
た
が
っ
て
、

孤
独
を
避
け
つ
つ
、

相
手
の

立
場
を
配
慮
し
つ
つ
、

運
帯
を
強
め
る
必
要
が

あ
る
。
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1991年(平成3年 )度収支決算害
入 支 出         (19914 1～ 1992331)単 位 円

項 目 予算猿 決算額 お 要 項 予算額 決算額 摘 要

1会     費 11500,000 1,440,000 1活  動  費 550 000 578 815

本
万
　
費

入 会  金 80 000 62 000
と名

活
動
費

事 務 局 費 400 000 438 71] 事務用話経費

年 会  費 240 000 170 000 85名 行 動 費 1501000 140!104 交通費 諸 経費等

終 身 会 費 11180 000 1 208 000
23名

2情  報  費 6001000 478 337
20、 21 22号 漏 案

2県 職労助成金 500 000 542.860 3総  会  費 350,000 361 185 結会及び想親会費

3事 業 収 入 240,000 473、824
302 224
171 600

4会  議  費 200,000 200 652 幹事会、経費費

4雑  収  入 102 904 46 450 会報登載広告代金等 5通  信  費 200 000 2311760 郵送料、封筒類

5 fR立金取崩し 301 ilX 0 525,000 li500円×350名 6見 舞共消 費 170 000 171 250 共済掛金

6繰  赳  金 257,096 257,096 7積  立  全 809.000 900 000 矛 会 買 1 8 0 0 円 × 5 0

8予  偏  費 30,000

次 期 繰 越 金 363 231

計 2 900,000 3,285,230 計 2 900 000 3 285 230

会計監査報告

収支証拠書類、預金通帳等について監査の結果

妥当に執行されているものと認めます。               監 査 上 野多恵子 ③

1992年5月21日                        ク  本 田 安親 ③

1992年(平成 4年 )度収支予算書
収  入 (19924 1-1993331)単 位 円

項 目 予算額 摘 要 項 日 予算額 摘 要

〈
〓 費 1,450 000 1活  動  費 6501000

会

費

入 会  金 70,000 名
名

５０

２０

目 活
動
宝

事 務 局 費 450 000 事務用経費 諸 雑費

年 会  費 180,000 90名 行 動  費 200 000 各種会合交通費

終 身 会 費 1,200,000
20名

2情  報  費 480 000 会報編集、発行費年 3回

2県 破労助成金 600,000 活動費、会議費助成 3総  会  費 350 000 100名×3000円 十母親会費

3事 栄 収 入 300,000 共済事務受託、その他 4会  議  費 200 000 幹事会、研修会等経費

4確  収  入 36,769 5通  信  費 250 000 郵送料、封筒類

5枯 立金取崩し 600,000 1,500円X400名 分 6見 舞共 消費 180,000 掛金440円X400名 十付帝雑費

6操  越  金 363 231 7積  立  金 1 200 000
×9/ 1 0×50名=9 0万円
年記合事業準備金30万円

8子  備  費 40,000

計 31350 000 計 3 3501000

事務局だより(主な行事など)  (3頁 よりつづく)

年月日 目項 年月日 項 目

11 14

11 20

12 12

1992 1 30

2  5
2 14

2 14
～ 3 19

11月定例幹事会(料理教室開誌準備化)
第 1回シルパー料理敢豊於横浜市社会
福祉センター10名

ン グ

定

キ

ま

回

ｒ

月

イ

だ

８

一

１

ハ

こ

第

タ

3  1 1
- 3 0

3  2 5

3 26

2/14、 3/19自治会館、 2/26平 塚、
3/17厚末、計390名

県取労主催退職予定者tR議会に当事務
局参加
11日湘前、12日三浦、19日西湘、23日

横浜市、27日横浜北、30日厚木、対象
者300名
新ハイキングの会発足 会 貝33名 第
1回予定高層山
3月定例幹事会 (第8回定期結会の国

時、場所他)
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平
成
四
年
度
の
年
金
額
ア
ッ
プ

（物
価
ス
ラ
イ
ド
）
は
、

平
均
三

二
パ
ー
セ
ン
ト
。

四
月
よ
り
実
施
、

た
だ
し
、

支
給
は
六
月
か
ら

（予
定
）

ま
た
、

こ
の
ス
ラ
イ
ド
年
金
額
ア
ッ

プ
に
際
し
て
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

そ
れ
は
、

上
厚
下
薄
と
い
わ

れ
る
年
金
受
給
者

へ
の
改
善

へ
の
期
待

で
あ
る
。

平
均
三

・
三
％
ア
ッ
プ
は
、

お
そ
ら

く
大
多
数
の
年
金
受
給
者
に
該
当
す
る

で
あ
ろ
う
が
、

私
な
り
の
期
待
か
ら
す

れ
ば
、

年
金
額
二
百
万
～
五
百
万
円
位

の
人
は
こ
の
平
均
で
あ

っ
て
も
、

そ
れ

以
下
の
人
は
こ
れ
よ
り
厚
く
、

こ
れ
よ

り
以
上
の
人
は
こ
れ
よ
り
低
率
に
し
て

上
厚
下
薄
を
少
し
づ

つ
で
も
解
消
し
て

ほ
し
い
が
、

今
ま
で
の
例
を
み
る
と
、

上
限
は
約
七
百
万
円
ま
で
、

下
限
は
約

百
万
円
程
度
ま
で
と
巾
広
く
、

上
厚
下

薄
の
厚
い
壁
が
相
変
わ
ら
ず
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
と

い
う

の
が
実
感

で
あ

（
お
答
え

）

県
の
退
職
日
は
、

殆
ど
毎
年
二
月
三

十

一
日
付
で
す
の
で
、
＞」
の
時
点
で
の
、

昇
給
、

昇
格
な
ど
に
よ
る
基
本
給
改
定

が
あ
っ
て
も
、

公
的
年
金
額
の
増
加
に

は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
退
職
金

″
つ

。皆
さ
ん
も
、

支
給
を
受
け
る
際
、

説

明
書
を
よ
く
読
ま
れ
て
、

今
度
は
ど
う

な

っ
て
い
る
か
研
究
さ
れ
て
み
て
は
？

な
お
、

最
近
の
動
向
と
し
て
、

政
府
、

財
界
の

一
部
か
ら
、
＞」
の
よ
う
に
毎
年
、

年
金
額

へ
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
加
給
し

て
い
て
は
、

将
来
の
年
金
財
政
に
好
ま

し
く
な
い
の
で
、

廃
止
す
べ
き
だ
と
い

う
意
見
が
出

て
来

て
い
る
こ
と
で
あ

″つ
。公

的
年
金
生
活
者
は
、

常
に
情
報
を

把
握
し
て
お
い
て
、

反
対
請
願
な
ど
、

行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

予
算
の
無
駄
使

い
や
防
衛
費
削
減
な
ど
な
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
の
に
、
し

っ
か
り
し
な
い
と
何

時
も
弱
い
退
職
者

ヘ
シ
ワ
よ
せ
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

～

わ
か
り
や
す
く
ユ
ニ
ー
ク
な
解
説
を
目
指
す

～

（
解

説

）

平
成
元
年
十
二
月
十
五
日
に
成
立
し

た
、

年
金
改
革
関
連
法
案

の
成
立
に

よ
っ
て
、

毎
年
自
動
的
に
前
年
度
の
政

府
発
表
に
よ
る
、

全
国
物
価
指
数
が
公

的
年
金
額
ス
ラ
イ
ド
率
と
し
て
、

次
年

度
に
公
的
年
金
に
対
し
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
、

五
％
以

上
の
物
価
指
数
の
変
動
が
な
け
れ
ば
、

原
則
と
し
て
年
金
額
を
ア
ッ
プ
し
な
く

て
も
法
律
上
は
よ
か

っ
た
が
、　

一
九
七

三
年
の
春
闘
で
の

「年
金
ス
ト
」
や
、

毎
年
の
よ
う
に
全
国
的
に
退
職
者
会
等

の
陳
情
な
ど
の
実
績
も
反
映
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

特
別
の
法
的
措
置
を
と
ら
な

く
て
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

し
か
し
、

喜
ん
で
ば
か
り

い
ら
れ
ま

せ
ん
。

再
三
こ
の
講
座
で
の
べ
て
い
る

と
お
り
、

五
年
間
に

一
度
賠
買
す
る
よ

う
な
自
動
車
や
家
電
製
品
も
、

こ
の
物

価
指
数
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

年
金

生
活
者
に
と

っ
て
日
常
の
衣
食
住
の
中

心
生
活
か
ら
み
れ
ば
実
感
よ
り
低
率
に

映
る
に
ち
が
い
な
い
。

喜
ん
で
い
ら
れ
な
い
第
二
は
、

必
ず

し
も
年
度
に
よ
っ
て
、

こ
の
物
価
ス
ラ

イ
ド
率
ど
お
り
、

公
的
年
金
額
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

例
え

ば
、

平
成
元
年
度
分
で
は
関
係
官
公
庁

の
反
対
で
物
価
及
び
賃
金
ス
ラ
イ
ド
、

五
％
が
四
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
し
、

平
成
三
年
度
分
は
、

三

・
二
％
が
三

・

一
％
に
な
る
な
ど
、

政
治
力
の
な
い
弱

い
年
金
生
活
者
に
シ
ワ
よ
せ
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
多

い
の
で
あ
る
。

〔Ｑ
ｌ
〕

退
職
時
の
昇
給
、

昇
格
な
ど
に
よ
る
共
済
年
金
額
へ
の
反
映
に
つ
い

て

な
ど
は
増
加
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
理

・由
は
、

年
金
額
の
算
定
は
、

平
均
給
料
月
額
に
組
合
員
期
間
の
月
数

を
基
準
に
月
単
位
で
決
定
さ
れ
ま
す
の

で
、

そ
の
月
の
初
日
が
そ
の
月
の
給
料
、

月
数
に
対
す
る
決
定
因
子
と
な
る
た
め

（次
頁
へ
つ
づ
く
）
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（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

で
す
。

（地
方
職
員
等
共
済
組
合
法
、

施
行
規
程
第

一
六
三
条
に
は
後
記
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧

く
だ
さ
い
。）

な
お
私
の
退
職
は
十
年
以
上
も
前
で

七
月
十
五
日
付
退
職
で
し
た
が
、

こ
れ

も
、

初
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

年

金
額
の
増
加
に
は
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。

）

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規
定

第
百
六
十
三
条
　
法
第
百
十
三
粂
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
、

組
合
員
が
負
担
す
べ
き
、

掛
金

は
毎
月
の
初
日

（月
の
初
日
以
外
の
日
に
組

合
員
の
資
格
を
取
得
し
た
者
に
係
る
そ
の
月

の
掛
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
組
合
員
の
資
格

を
取
得
し
た
日
）
に
お
け
る
当
該
組
合
員
の

給
料
を
標
準
と
し
て
算
定
す
る
。

２
　
欠
勤
　
休
職
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、

組

合
員
の
給
料
の
全
部
又
は

一
部
が
支
給
さ
れ

な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

前
項
の
規
定
す
る

掛
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
給
料
は
、

こ
れ
を

成
額
し
な
い
で
算
定
す
る
。

）

五
十
六
年
四
月

一
日
を
基
準
と
し
て
再

計
算
し
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
従
前
年

金
の
裁
定
誉
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
仮
に
Ａ
さ
ん
が
、

昭
和
六
十

一

年
二
月
三
十

一
日
に
共
済
年
金
額
が
二

百
万
円
で
あ

っ
た
も
の
が
裁
定
替
に
よ

っ
て
百
七
十
万
円
に
な

っ
た
と
し
ま
す

と
、

改
正
法
で
は
、

既
得
権
尊
重
の
原

則
か
ら
、

減
額
は
せ
ず
、

従
前
額
保
障

さ
れ
た
年
金
額
と
し
て
二
百
万
円
が
従

前
ど
お
り
支
給
す
る
こ
と
に
な

っ
た
わ

け
で
す
。

た
だ
し
、

百
七
十
万
円
の
人
が
共
清
、

年
金
額
の
ア
ッ
プ
で
二
百
万
円
に
な
る

ま
で
、

五
ケ
年
か
か
っ
た
と
し
ま
す
と
、

Ａ
さ
ん
の
場
合
は
五
ケ
年
間
足
踏
み
状

態
の
据
置
が
つ
づ
く
わ
け
で
す
。

考
え
て
み
ま
す
と
、

五
年
も
時
計
の

針
を
後
戻
し
た
よ
う
に
、

共
清
年
金
再

青
木
　
達
郎

山
門
の
紅
梅
楚
々
と
東
慶
寺

花
が
散
る
尼
僧
美
く
し
給
の
中
に

流
れ
雲
見
え
隠
れ
す
る
春
の
月

田
中
　
映
子

掌
に
温
く
し
亡
母
の
墓
石
春
彼
岸

通
り
雨
過
ぎ
て
艶
め
く
新
樹
か
な

メ
ー
デ
ー
や
背
の
見
の
風
船
高
々
と

計
算
で
足
踏
み
に
な

っ
た
人
は
四
割
強

あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、

次
第
に
解
消
さ
れ
現
在
で

は
約

一
割
の
人
が
足
踏
み
状
態
だ
と
推

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
辛
抱
な

さ
っ
て
下
さ
い
。

こ
の
講
座
で
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に

公
的
年
金
の
ス
ラ
イ
ド
が
大
変
低
率
な

の
で
足
踏
み
が
な
か
な
か
解
消
さ
れ
な

い
理
由
の

一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

兵
役
期
間
の
関
係
で
す
が
、

確
か
に
、

法
律
改
正
後
は
兵
役
期
間
の

年
金
加
算
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

貴

方
の
場
合
の
よ
う
に
、

改
正
以
前
か
ら

の
人
は
、

既
得
権
と
し
て
有
効
と
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、

ご
安
心
下
さ
い
。

（昭
和
六
十
年
法
律
第
百
八
号
に
よ
る
改
正
前
の

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
等
に

関
す
る
施
行
法
（せ

参
母

（文
責
　
児
工
）

柴
回
世
津
子

稚
児
の
列
気
取
り
し
顔
に
花
散
り
ぬ

花
吹
雪
亡
母
の
面
影
風
に
舞
う

微
実
み
て
亡
母
と
摘
草
春
の
夢

投
句
大
歓
迎
―
会
員
の
俳
句
を
紙
上
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

用
紙
官
製
ハ
ガ
キ
で
五
句
以
内
、

当
季

雑
詠
、

こ
だ
ま
会
こ
だ
ま
俳
壇
係
ま
で
。

〔Ｑ
２
〕

い
わ
ゆ
る
共
済
年
金
額
の
足
踏
み

（据
置
き
）
に
つ
い
て

私
の
場
合
は
、

昭
和
六
十

一
年
の
、

共
済
、

厚
生
、

国
民
年
金
と
の
関

係
調
整
を
目
的
と
し
た
、法

律
改
正
に
よ
る
共
済
年
金
の
再
計
算
措
置
で
、

い
わ
ゆ
る
足
踏
み

（年
金
額
ア
ッ
プ
中
止
）
に
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

大
多
数
の
人
は
、

足
踏
み
が
解
消
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

何
時
ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
か
？

法
律
改
正
で
、

兵
役
期
間
加
算
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ

つヽ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｔ
・
Ａ
）
（Ａ
・
Ｍ
）

で
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、

退
職
共
済
年
金
額
の

算
定
は
、

退
職
前

一
年
間
の
平
均
給
料

額
を
基
準
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

一
方
、

厚
生
年
金
の
方
は
、

組
合
員
全
期
間
の

平
均
給
料
が
原
則
で
し
た
の
で
、

共
済

年
金
を
こ
れ
に
あ
て
は
め
る
と
は
、

大

変
な
ダ
ウ
ン
に
な
る
た
め
と
、

再
計
算

が
大
変
な
た
め
、　

一
応
、

時
計
の
ネ
ジ

を
五
年
前
に
後
戻
り
す
る
形
で
、

昭
和

（
お
答

え

）

最
近
退
職
さ
れ
た
方
は
、

こ
の
足
踏

み
に
つ
い
て
ご
存
知
な
い
方
が
多

い
の

で
、

少
し
分
か
り
や
す
く
、
く
だ
い
て

解
説
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
六
十

一
年
の
法
律
改
正
の
大
き

な
柱
が
、

従
来
、

官
民
較
差
と
し
て
批

判
の
強
か

っ
た
、

共
済
年
金
を
厚
生
年

金
並
み
に
格
下
げ
し
よ
う
と
い
う
こ
と
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こ
の
会
は
、

現
地
見
学
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
、

毎
回
、

前
も

っ
て
荒
井
特

別
講
師
の
案
内
で
世
話
人
に
よ
る
現
地

下
見
を
行

っ
て
い
る
。

コ
ー
ス
、

時
間

割
予
定
、

昼
食
場
所
な
ど
、

念
入
り
な

予
行
演
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
五
回
の

「小
田
原
城
と
城
下
町
の

史
跡
を
訪
ね
て
」
の
下
見
会
は
、

二
月

二
十
六
日
に
実
施
さ
れ
た
。

①
第
五
回
歴
史
散
歩
の
会

（現
地
）

日
　
時
　
平
成
四
年
四
月
二
十
三
日
的

目
的
地

「小
田
原
城
と
城
下
町
の
史

跡
を
訪
ね
て
」

コ
ー
ス
　
北
係
氏
政
、

氏
照
の
墓
、

松

原
和
社
、

徳
常
院
、

う
い
ろ

う
本
舗
、

報
徳
二
官
神
社
、

小
田
原
城
と
城
郭
史
跡

2月 26日、世話人による下見現地踏査

(小日原城正門前にて)

回
　
数

第 第 第  第

人 七 六  五

回 回 回  回

「歴
史
教
室
」
実
施

一
覧
表

「歴
史
散
歩
の
会

（現
地
ご

実
施

一
覧
表

年
　
　
月
　
　
日

年
　
　
月
　
　
日

平
成
二
年
九
月
二
十
五
日
四

平
成
三
年

一
月
十
八
日
働

平
成
三
年
二
月
十
四
国
内

平
成
三
年
五
月
八
日
的

平
成
三
年
六
月
六
日
閑

平
成
三
年
七
月
二
十
四
日
的

平
成
三
年
九
月
二
十
六
日
内

平
成
四
年
二
月
十
四
日
働

平
成
四
年
五
月
十
九
日
∞

平
成
二
年
十
月
四
日
内

平
成
三
年
四
月
二
十
五
日
的

平
成
二
年
十
月
二
十
二
日
四

平
成
二
年
十

一
月

一
日
ω

平
成
四
年
四
月
二
十
三
日
内

小日原市郷土文化館前にて (4月 23日)

4月 23日、小日原城跡公図での当日の参加者一行

第

一　
回

第

一
一
回

第

〓
一
回

第

四

回

鎌
含
史
話

（そ
の
１
）

～
歴
史
の
宝
庫
～

鎌
倉
史
話

（そ
の
２
）

～
歴
史
散
歩
の
予
備
知
識
～

東
海
道
大
磯
宿
の
ロ
マ
ン
と
史
跡

め
ぐ
り

神
奈
川
県
の
郷
土
史
を
飾

っ
た
女

人
達

鎌
倉
二
階
堂
附
近
の
史
跡
を
訪
ね

て仏
像
と
七
堂
伽
藍

日
本
人
の
起
源
と
そ
の
住
居

小
田
原
城
と
城
下
町
の
史
跡
を
訪

ね
て

鎌
合
の
仏
像
と
鎌
倉
彫
り
に
つ
い

て

第

一　
回

第

一
一
回

第

〓
一
回

第

四

回

第

五

回

鎌
倉

～
山
の
内
か
ら
小
町
大
路
の
史
跡

を
訪
ね
て

東
海
道
大
磯
宿
の
ロ
マ
ン
と
史
跡

を
訪
ね
て

鎌
合
二
階
堂
附
近
の
史
跡
を
訪
ね

て鎌
倉
光
明
寺
の
精
進
料
理
と
附
近

の
史
跡
を
訪
ね
て

小
田
原
城
と
城
下
町
の
史
跡
を
訪

ね
て
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は
り

・
灸
は
な
ぜ
よ
い
か
？

鋭
　
灸
治
療
に
よ
り
血
の
め
ぐ
り
が

良
く
な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。血

の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、

そ
れ
ま
で
具
合
の
悪
か
っ
た
と
こ

ろ
、

例
え
ば
筋
肉
の
こ
り
や
痛
み
が
軽

減
さ
れ
る
の
で
す
。

血
の
め
ぐ
り
が
よ

く
な
る
と
い
え
ば
、明

治
針
灸
大
学
（京

都
府
）
で
行
わ
れ
た
実
験
で
は
、

脳
か

ら
遠
く
離
れ
た
腕
や
手
の
ツ
ポ
に
刺
激

を
与
え
た
ら
、

脳
内
の
血
の
め
ぐ
り
が

よ
く
な
っ
た
と
い
う
効
果
が
出
ま
し

た
。

鋭

・
灸
刺
激
に
よ
り
、
も
う

一
つ

知
覚
神
経
が
刺
激
を
う
け
こ
れ
が
自
立

神
経
系
や
ホ
ル
モ
ン
系
統
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
、

人
の
か
ら
だ
を
正
常
に
保
と

う
と
は
た
ら
か
せ
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、

治
療
ば
か
り
で
な
く

予
防
に
も
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
の
で

す
。

）

ニ
ン
やｒ
／
、
ト
マ
ト
は
長
寿
の
薬

老
人
性
白
内
障
患
者
に
朗
報

眼
内
レ
ン
ズ
↓
四
月
か
ら
健
康
保
険
が
使
え
ま
す

力
回
チ
ン
と
れ
ば
十
歳
若
返
る

自
己
負
担
１５
万
円
↓
約
５
千
円

白
内
障
の
眼
内
レ
ン
ズ
と
手
術
に
、

去
る
四
月

一
日
か
ら
保
険
が
き
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

片
眼
で
十
五
万
円
も
し
た
限
内
レ
ン
ズ

・
手
術
料
が
、

四
月
か
ら
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
五
千
百
円

（入
院

一
週
間
）
で
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
各
地
の
病
院
で
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の

犠
牲
者
が
出
て
お
り
、

防
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
は
遅
す
ぎ
た
感
は
否
め
な
い
も

の
の
、

民
間
の
病
院
も
合
め
徹
底
的
に

実
践
し
、

安
心
し
て
入
院
治
療
が
受
け

ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
。

抗
生
物
質
は
感
染
症
の
治
策
を
劇
的

に
進
歩
さ
せ
た
が
、

使
っ
て
い
る
う
ち

に
抵
抗
力
を
持
つ
菌
が
現
れ
る
の
が
難

点
。

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
も
多
く
の
抗
生
物
質
が

効
か
な
く
な
っ
た
耐
性
菌
で
十
数
年
前

に
登
場
、

全
国
の
病
院
に
浸
透
し
た
。

同
じ
年
齢
な
の
に
、

年
よ
り
も
は
る

か
に
若
く
見
え
る
人
が
い
ま
す
。

肌
に

張
り
が
あ
っ
て
、

み
ず
み
ず
し
く
、

心

身
と
も
に
若
い
人
。

そ
の
反
対
に
、

お
ど
ろ
く
ほ
ど
ふ
け

こ
ん
で
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

そ
の
差

は
、

い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
し

ょ
う
か
。

そ
の
秘
密
を
解
く
カ
ギ
の
ひ
と

つ

が
、

野
菜
や
海
藻
類
に
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
る
カ
ロ
チ
ン
と
い
う
成
分
に
あ
り

ま
す
。

カ
ロ
チ
ン
と
い
う
の
は
、

体
の
中
に

入
っ
て
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
か
わ
る

栄
養
素
。

カ
ロ
チ
ン
を
し
っ
か
り
食
べ

て
い
る
人
は
、

食
べ
て
い
な
い
人
に
く

ら
べ
て
、

十
歳
も
若
返
っ
て
い
る
こ
と

カ
ロ
チ
ン
は
、

人
間
の
体
の
中
に
で

き
た

「活
性
酸
素
」
も
掃
除
し
て
く
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

老
化
を
防
ぎ
、

い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
体
を
保
つ
こ
と

に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。

カ
ロ
チ
ン
は
、「十

歳
若
返
る
″薬

と
だ

け
で
は
な
く
、実

は
、ガ
ン
の
予
防
に
も

強
力
な
味
方
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

ガ
ン
に
か
か
り
や
す
い
人
と
い
う
の

は
、

カ
ロ
チ
ン
含
有
量
の
多
い
野
菜
や

海
藻
の
摂
取
量
が
少
な
い
の
で
す
。

つ

ま
り
、

カ
ロ
チ
ン
に
は
、

人
間
の
体
の

力
回
チ
ン
は
ガ
ン
も
予
防
す
る

が
、

最
新
の
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

つ
ま
り
、

カ
ロ
チ
ン
を
と
り
続
け

る
と
、

老
化
が
十
年
お
く
れ
る
と
い
う

の
で
す
。

で
は
、

カ
ロ
チ
ン
を
と
る
と
、

ど
う

し
て
長
生
き
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

老
化
を
進
め
る
要
因
と
し
て
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

「活
性
酸
素
」
と
い

う
物
質
を
、

カ
ロ
チ
ン
が
除
芸
す
る
働

き
を
し
て
い
る
た
め
で
す
。

活
性
酸
素
と
い
う
の
は
、

私
た
ち
の

体
を
構
成
し
て
い
る
細
胞
を
傷
つ
け
、老

化
ば
か
り
か
、動

脈
硬
化
や
ガ
ン
な
ど
の

要
因
と
な
る
、た

い
へ
ん
な
″王

わ者
″。

活
性
酸
素
は
、

体
の
中
の
脂
肪
を
過

酸
化
脂
質
に
し
て
動
脈
硬
化
を
作
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

病
気
に
対
す
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
強
化

す
る
働
き
が
あ
る
。

で
す
か
ら
、

老
化

や
ガ
ン
ば
か
り
で
は
な
く
、

糖
尿
病
や

心
臓
病
、

脳
卒
中
な
ど
成
人
病
の
予
防

に
も
役
立
つ
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

カ
ロ
チ
ン
の
多
い
の
は
緑
黄
色
野
菜
、

と
く
に
、

青
シ
ツ
の
葉
、

ニ
ン
ジ
ン
、

パ
セ
リ
、

小
松
業
、

ホ
ウ
レ
ン
草
、
ト

マ
ト
、

カ
ボ
チ
ャ
、

春
菊
、

ピ
ー
マ
ン
、

海
藻
で
は
言
ノ
リ
、

ヮ
カ
メ
、

見
布
な

ど
に
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

院
内
感
染
で
問
わ
れ
る
医
療
の
質

病
気
を
治
す
た
め
に
入
院
し
た
病
院

で
、

新
た
な
病
気
を
う
つ
さ
れ
る
院
内

感
染
ほ
ど
息
者
に
と
っ
て
納
得
で
き
な

い
病
気
は
な
い
。

死
に
至
る
病
だ
っ
た

ら
な
お
さ
ら
だ
。

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ

（メ
チ
シ

リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
）
感
染
は

そ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

厚
生
省
は
、

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
感
染
を
防
ぐ

た
め

「院
内
感
染
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
、

こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
国
立
病

院
長

・
療
養
所
長
会
議
で
配
布
し
、

根

絶
を
図
る
よ
う
指
示
し
た
。

保
健
の
ベ
ー
ジ
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
情
報
か
ら


